
群馬県立西邑楽高等学校創立 46 周年記念式典 

 

 

Ⅰ 西邑楽高校の沿革 

 

昭和 50 年 11 月 １日 群馬県立西邑楽高等学校として設置。この日を創立記念日とする。  

昭和 51 年 ４月 ６日  第１回入学式８学級 

昭和 52 年 ２月 26 日 開校並びに校舎落成記念式典 

昭和 53 年 ７月 22 日 合宿所「啓真館」竣工 

昭和 60 年 11 月 23 日 創立十周年記念式典 

平成 元年 ４月 ７日 第１４回入学式９学級（１学級増） 

平成 ３年 ４月 ８日 第１６回入学式８学級（１学級減） 

平成 ５年 ４月 ７日 第１８回入学式８学級（４４人学級） 

平成 ６年 ４月 ７日 第１９回入学式８学級（４２人学級） 

平成 ７年 ４月 ７日 第２０回入学式８学級（４０人学級） 

平成 ７年 11 月 ７日 創立二十周年記念式典 

平成 ８年 ４月 ８日 第２１回入学式７学級（１学級減） 

平成 11 年 ４月 ７日 第２４回入学式(普通科５学級・スポーツ科１学級・芸術科１学級） 

平成 12 年 ３月 31 日 芸術棟竣工 

平成 14 年 ４月 ８日 第２７回入学式６学級（普通科１学級減） 

平成 17 年 11 月 ２日 創立三十周年記念式典 

平成 18 年 ４月 ７日 第３１回入学式５学級（普通科１学級減） 

平成 24 年 ４月 10 日 第３７回入学式６学級（普通科１学級増）      

平成 27 年 ４月 ８日 第４０回入学式６学級（普通科男女一括募集） 

平成 27 年 11 月 ４日 創立四十周年記念式典 

令和 ２年 ４月 ８日  第４５回入学式５学級（普通科１学級減） 

 

 

Ⅱ 卒業者数    

 

１２，３９９名（男子５，９００名、女子６，４９９名) 

 

主な著名人   森 浩美（第１期生）作詞家・小説家 

       森田 幸雄（第１期生）東京家政大学教授 

       岩尾 憲（第２９期生）Ｊリーガー  徳島ヴォルティス在籍 

       小磯 竜也（第３３期生）アートディレクター 

 

 

Ⅲ 開校記念日について 

 

 本校は、昭和５０年１１月１日、県内第５８番目の県立高校として誕生しました。よってこ

の１１月１日が本校の創立記念日となっています。この時、初代校長の福田郁司氏、事務長と

して金子喜市氏、教諭として飯島正一氏の３名が職員として任命され、前橋女子高校の一角を

借りて準備を始めたそうです。 

 

 



 

 

Ⅳ 教育目標（校訓）について 

 

 

 校  訓：明るく  強く  美しく 

 教育目標：知性を磨いて明敏にし、心身を鍛えて体と意志とを強靱にし、更に豊かな情操と 

道徳性を身につけて正善な人格を培い、将来国家・社会に貢献する人材を育成する。 

 

 

  開校にあたり、先述の３名の教職員は、本校教育や学則について検討を重ね、憲法・教育基

本法をベースに、地域の特性を考慮し，昭和５１年１月１４日に制定されたそうです。  

 

Ⅴ 校章について 

 

 本校の校章は、昭和５１年４月の開校に先立ち、公募により決定する

ことを決め、昭和５０年１１月２９日の上毛新聞に公表された。その結

果公募には２５点の応募があり、”校章等制定委員会”による厳正な審

査が行われた結果、中之条町の福田庚午氏の作品が選ばれたそうです。 

 

〈校章の由来〉 

  真ん中の「髙」の文字は高校を表し、学問を示す十本のペンを配している。その十本のペン

は、｢大泉町・邑楽町・千代田町｣の３町と「生徒・保護者・教師」の３者、「明るく・強く・

美しく」の３つの校訓に、この９つのものが一つになるようにともう１本ペンを加えたもので

す。 

 

 

Ⅵ 校歌について 

 

 校歌も校章と同様”制定委員会”が公募した中から選ばれました。歌詞の部には１４名の応

募があり、４名の方が優秀作として選ばれました。さらにその中から最も優れた２編をもとに、

制定委員会で補作し決定したそうです。作曲は本校教諭の福島賢一教諭に依頼して完成したそ

うです。  

 

 

 

 昨日は西邑楽高校の創立記念日でした。本来なら今日体育館に集まって記念式典と記念講演会を

行うところですが、新型コロナウイルス感染予防のため、昨年に続き放送による式典になりました。

形式はどうであれ、母校である西邑楽高校の創立をみんなで祝いましょう。 


